
詰務顔第日
私はわたしを
つくる主人公

2他500
平成3年

月10日号

1月15日、コミュニティーセンター大ホールで204人が

参加して成人式がありました。会場は久しぶりの出会いの
せいか、まるで同窓会気分。　ミ今日これからどうする？、
ミ2次会は？、という調子でした。　ミ恩師と語ろう、のコ

ーナーでは、立食パーティーの中、生バンドの演奏もあり、

熱気ムンムンの成人式でした。
●っ抱負　★国好きな言葉
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l �∴雪∴ 
加藤直美さん（遠賀I nn○○のenjl‾ ‾葛しIi脚． ★愛 �松本英和さん（浅木）・学生 � �森　直美さん（浅木）・OL 

ります �て勘ナろの精神を人生の � 
粗として何刺こもめげずにや 

★律する �　いく ★GOFORABLOCK �★夢 ∴露l ∴ブ �（－● l i・ �繚 �感 

出口寿美子さん（松ノ木）・学生 �　SO…．窪i ‾▲細説＿ ー”墜iii �横溝幸代さん（浅木）・学生 �中内昭裕さん（中央 

しくなります。 ★努力 ��たい。 ★希望 �劃験劃○帽旺一〇睡 

●ii ーべ �－ �dO／ilヽ �轡 ∴注や導き置1鵜 

∴∴ 娩謡 � �＼ 一▲ �““場「っ一∴ 　●、一㌧ 

高崎史代さん（老良 好きな人 　優し �山下真理さん（木専）・学生 先のこと。当分、仕事（看護 ★希望 �賢誠さん（発注 個性を伸ば i！三崎 �山本直美さん（旧休）・学生 がんばります。 ★純粋 

●成人式の写真を役場玄関ロビーに展示します。（2月12日－16日）ご自由にお取りください。
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鳳雛tli 「税の標語」 

入賞者発表 
福岡国税局が昨年11月の「税を知る週間」に行いま 

した「税の標語」募集には、九州各県より5万編を越 ＝える応募がありました。 遠賀町からは次のみなさんが入質され、記念品が贈 呈されました。 ‘く若松税務署長賞〉 

竃納税で豊かな社会と開ける未来 　遠賀商中学校2年間田直也 ．く遠賀町長質〉 ，見つめよう身近に生きる税金を 　遠賀南中学校3年山中公博 

納税でつくる未来と福祉の社会
遠賀南中学校3年　丸　井　香　織

生きてますあなたの町であなたの税が
道卸商中学校3年　柳井間　借　一

考えよう　あなたの暮らしと　税金を
遠積商中学校3年　福　盛　修　司

広げよう　夢ある町を納税で
遠蹟商中学校2年　山　間　　　妙

あなたの税でどこかのだれかが幸せに
適期南中学校1年　松　本　由美子

遠賀町のナンバープレート
ちゃんと付いていますか

町
媒
民
税

の
申
告
は

正
し
く
早
め
に

今
年
も
税
の
申
告
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
次
の
日
程
で
、

平
成
三
年
鹿
町
県
民
税
の
申
告

の
相
談
・
受
け
付
け
を
行
い
ま

す。
該
当
さ
れ
る
人
は
も
れ
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
郵
便
で
「
申
告
に
つ
い
て

の
通
知
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

知
書
に
書
か
れ
て
い
ろ
必
要
書
類
な
ど

を
整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人

で
も
平
成
二
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の
申
告
日
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
由

告
に
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
4
鴫大
会
後
室

対
　
　
象
　
　
区

新
町
、
中
央

若
松
、
東
和
売

木
守
、
旧
停

遠
賀
川

松
ノ
本
、
芙
蓉

尾
崎
、
田
園

若
葉
台
、
東
町
、
西
町

島
津
、
広
漠
、
道
宮

上
別
府
、
浅
木

鬼
津
、
今
古
賀

別
府
、
千
代
丸

虫
生
産
、
老
良

一
彊
こ
れ
な
か

軽
自
動
車
の

住
所
愛
妻
・
名
儀
変
更
は
お
済
み
で
す
か

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
練
へ

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

軽
自
動
車
（
二
輪
を
含
む
）
を
所
有

し
て
い
る
人
の
住
所
が
転
入
や
転
出
な

ど
で
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
軽
自
動
車

の
登
録
の
住
所
も
変
更
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
手
続
き
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税

の
未
納
に
よ
り
継
続
検
査
（
車
検
）
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せん。ま
た
、
譲
渡
や
買
い
替
え
時
の
下
取

り
、
廃
車
な
ど
で
現
在
所
有
し
て
い
な

く
て
も
、
名
儀
の
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
と
軽
自
動
車
税
か

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
他
人
に
手
続
き
を
依
頼

し
た
と
さ
に
は
、
そ
の
手
続
き
が
済
ん

だ
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
お
さ
ま
し
ょ

手
続
き
の
窓
口
は

●
原
動
横
付
自
転
車
（
撚
∞
未
満
の
パ

イ
ク
・
ミ
ニ
カ
ー
）

現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
役
場

●
軽
四
輪
草
と
軽
二
輪
車
（
脚
は
未
澗
）

軽
自
動
車
協
会
北
九
州
支
所

小
倉
北
区
赤
坂
海
岸
7
－
6

℡

（

5

4

1

）

2

1

3

5

〔
北
九
州
管
内
の
み
〕

●
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
脚
∝
以
上
）

福
岡
陸
運
支
局
北
九
州
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

小
倉
南
区
曽
根
3
5
4
0
－
2

℡
（
4
7
3
）
0
4
8
1

〔
北
九
州
管
内
の
み
〕



もう済みましたか？ � 

国民健康保険税の納付。 
●特別の事情で早急な納付かできない人は、必ず税務課徴収係に 

相談をしてください。（内線230） 

●また、保険証、資格証明書、給付についての相談は、住民課国 

保年金係へ。（内線222） 

㊤性器諾：藍謹諾…器…
やさしい字や正しい字に直すことはできません。

直すためには戸籍の氏名の訂正手続きか必要で

す。訂正を希望される人は役場住民課住民係へ

申し出てください。

℡293－1234

（内綜218か219）

▽　　▽　　▽

四四回
、3、1

病
気
や
け
が
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
保
税
は
、
国
民
健

康
保
険
を
運
営
す
る
　
（
健
康
を
守
る
）
　
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
国
保
税
を
納

め
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど
政
令
で
定
め

る
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税
を
納
め
な
い
世
帯
に
は
、
今
年
度
に
引
き
続

き
来
年
度
も
次
の
よ
う
な
処
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
十
分
に
承
知
く
だ
さ
い
。

滞
納
が
続
く
と
新
保
険

証
の
交
付
が
ス
ト
ッ
プ
。

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
ろ
特
別
の
事

情
が
な
い
の
に
、
国
保
税
の
滞
納
を
続

け
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
は
四
月
か

ら
有
効
の
新
保
険
証
は
交
付
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
こ
の
新
保
険
証
の
交
付
後
も

国
保
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
保
険

証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
世
常
の
中
に
老
人
保

健
で
診
旗
を
受
け
る
お
年
寄
り
や
、
原

爆
被
爆
者
、
そ
の
他
厚
生
省
令
で
定
め

る
医
療
で
診
療
を
受
け
ろ
人
が
い
ろ
場

合
は
、
そ
れ
ら
の
人
に
は
別
に
保
険
証

を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
代
わ
り
に
資
格
証

明
書
を
交
付
。

新
保
険
証
を
交
付
で
き
な
い
世
帯
ま

た
は
返
し
て
も
ら
っ
た
世
帯
に
は
、
保

険
証
の
代
わ
り
に
、
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
診
願
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

資
格
証
明
書
で
の
診
療

費
は
全
額
自
費
払
い
。

「
被
保
険
者
資
格
証
明
蕾
」
で
診
療

を
受
け
る
場
合
は
、
診
辣
蜜
は
一
応
自

賛
で
支
払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
支
払

っ
た
診
療
費
の
七
割
（
八
割
）
相
当
の

払
い
戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
措
置
は
、
滞
納
し
て
い
る
国
保

税
を
完
納
し
た
と
さ
、
ま
た
は
そ
の
顕

が
著
し
く
減
少
す
る
ま
で
続
き
ま
す
。

完
納
す
れ
ば
新
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

滞
納
し
て
い
る
国
保
税
が
完
納
さ
れ

た
場
合
ま
た
は
、
そ
の
額
が
著
し
く
減

額
さ
れ
た
場
合
や
、
災
害
な
ど
特
別
の

事
情
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
改
め
て
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま

す。給
付
の
差
し
止
め
を

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
ら
れ
た
特
別

の
事
博
が
な
い
の
に
国
保
税
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
の
世
措
主
に
は
、
給
付
の

全
部
、
ま
た
は
一
部
を
一
時
差
し
止
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
の
氏
名
は

正
1
－
い
字
を
使
い
ま
す
。

①
新
し
い
戸
籍
は
正
し
い

字
で
記
載
し
ま
す
。

●
現
在
の
戸
籍
の
氏
名
が
誤
字
・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
、
婚
姻
や

転
籍
な
ど
で
新
し
く
戸
籍
を
作
る
持

合
や
、
養
子
縁
組
な
ど
で
他
の
戸
籍

へ
入
揺
す
る
場
合
は
、
正
し
い
字
で

記
載
し
ま
す
。

●
正
し
い
字
で
認
識
す
る
場
合
は
、
届

出
の
時
か
記
載
し
た
後
に
、
そ
の
旨

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
俗
字
の
う
ち
「
高
」
と
か
「
時
」
な

ど
、
一
定
の
範
囲
の
字
（
1
5
5
字
）
は

今
ま
で
ど
お
り
詑
賊
し
ま
す
。

②
申
し
出
に
よ
っ
て
正
し

い
字
に
訂
正
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
現
在
の
戸
籍
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
正

し
い
字
に
直
り
ま
せ
ん
。
申
し
出
に

よ
っ
て
誤
字
・
俗
字
を
五
し
い
字
に

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
難
し
い
字
体
を
や
さ
し
い
字

体
に
直
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
例
え
ば
「
邁
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ

れ
て
い
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
新

字
体
の
「
辺
」
に
直
す
こ
と
が
で
き

ます。
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●遵法停車に対する規制も強化！《腰法50泰の2， 

述法駐車をしていて、聾寮官から 
停車方法の変更や移動等が 
命じられたとき、 

漢ヨ軽覆麺i
自動車の

保管場所の確保等
に関する法律

一部改正の

要点
平成3年7月施行予定

こ
の
春
、
小
学
校
は
入
学
す
る

き
み
の
名
前
は
充
り
ま
す
か
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
3
年
度
の
小
学
校
入
学
予
定
者
（
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
0
0
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
　
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
1
月
3
1
日
現
在
の
住
民
票
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
春
入
学
の
予
定
で
あ
り
な
が
ら
名
簿

に
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
な
ど
が
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
牧
迫
由
美
子
・
宮
迫
誠
樹

音
新
　
町

吾
木
香
・
石
井
ミ
キ
・
入
江
敏
弘
・

太
田
清
書
・
古
畑
和
也
・
柴
田
実
肢
子

・
高
良
咲
江
・
嬉
野
由
衣
・
温
田
翔
太

・
深
野
晴
久
・
三
浦
亜
希
子
・
森
下
豊

・
山
北
智
也
・
吉
岡
健

音
旧
　
停

大
隈
敬
輔
・
金
子
哲
・
田
中
彰
仁
・

永
留
加
奈
・
和
田
え
り

○
広
　
油

井
上
千
代
・
薄
井
貴
子
・
川
内
舞
子

回
放
置
撃
違
反
の
罰
則
が
強
化

●
放
電
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所

簿）
▼
罰
　
則
…
1
5
万
円
以
下
の
罰
金

▼
違
反
点
…
3
点

▼
反
則
金
…
大
型
車
等
　
2
5
、
0
0
0
円

普
通
車
　
　
1
8
、
0
0
0
円

二
輪
・
原
付
革1
0
、
0
0
0
円

e
放
電
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
損
所
等
）

▼
罰
　
則
…
1
5
万
円
以
下
の
罰
金

▼
違
反
点
…
2
点

▼
反
則
金
…
大
型
車
等
　
2
1
、
0
0
0
円

普
通
車
　
　
1
5
、
0
0
0
円

二
輪
・
原
付
草
9
、
0
0
0
円

0
青
空
駐
車
・
長
時
間
駐
車
の

罰
則
強
化

●
道
路
を
車
庫
が
わ
り
に
使
う
「
青
空

駐
車
」
や
「
長
時
間
駐
車
」
の
罰
金

額
が
3
万
円
以
下
か
尺
2
0
万
円
以
下

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
罰
　
則
　
青
空
駐
車
…
3
カ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
釦
万
円
以
下
の
罰
金

▼
長
時
間
駐
車
…
2
0
万
円
以
下
の
前
金

e
車
庫
証
明
ス
テ
ッ
カ
ー
の

衰
一
ホ
義
務
等

●
車
の
保
有
者
は
、
所
定
の
要
件
に
あ

っ
た
車
庫
を
確
保
し
、
車
庫
証
明
を

受
け
（
保
管
場
所
の
届
け
出
を
し
）

車
庫
証
明
ス
テ
ッ
カ
ー
を
肥
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
事
を
運
行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
車
庫
証
明
ス
テ
ッ
カ
ー
が
な
い
な

ど
、
保
管
場
所
を
確
保
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
な
い
草
は
運
行
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

▼
罰
　
則
　
（
命
令
に
達
反
し
た
者
）

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
2
0
万
円

以
下
の
罰
金
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・
草
野
裕
子
・
幸
田
充
正
・
田
村
翔
太

・
東
優
美
・
松
本
庄
平
・
松
本
裕
子
・

矢
野
達
紀
・
山
北
舞
・
山
下
真
一
・
山

下
真
理
・
野
田
達
也

○
中
　
央

中
西
英
琴

鵜
若
　
松

河
田
晃
子

小
山
日
夏
枝

○
鬼
∴
満

足
立
通
紗
江
・
荒
木
菜
種
美
・
入
江

真
砂
千
・
岩
本
実
話
・
太
田
浩
輔
・
河

田
篤
・
溝
田
和
枝
・
永
元
輝
義
・
秦
直

之
・
二
村
公
共

○
尾
　
崎

石
田
和
也
・
岩
瀬
ま
な
み
・
異
型
満

・
高
崎
亜
以
・
高
崎
麻
衣
子
・
田
中
輔

人
・
土
屋
公
人
・
養
沢
清
書
・
松
井
洋
子

喜
田
　
田

阿
部
享
史
・
安
部
玲
奈
・
安
部
芳
江

・
石
塚
早
紀
・
井
下
朋
子
・
伊
丹
雅
文

・
出
水
秀
昌
・
権
田
学
・
内
田
枝
里
・

内
田
有
亮
・
円
城
寺
久
美
子
・
遠
藤
史

隆
・
大
石
智
子
・
岡
本
香
織
・
川
口
ま

り
よ
・
河
村
美
奈
・
小
島
艮
介
・
寮
藤

千
春
・
下
川
路
面
由
・
新
川
美
里
・
高

松
司
・
田
中
麻
衣
子
・
中
野
一
問
・
中

村
篤
志
・
中
山
英
護
・
中
山
其
・
橋
西

哲
哉
・
原
昌
美
・
林
亜
矢
・
深
川
さ
や

か
・
藤
内
麻
里
子
・
藤
吉
隆
行
・
本
田

竜
介
・
松
本
亜
千
・
松
本
裕
子
・
森
園

裕
太
・
森
脇
元
気
・
村
上
万
里
子
・
立

野
晶
子
・
龍
頭
義
勝
・
吉
武
加
奈
子
・

渡
遠
沙
由
里

S
別
　
府

佐
藤
新
平
・
永
田
礼
奈
・
薬
更
級
・

花
田
絵
理
香
・
松
尾
優
子
・
山
中
美
由

薗
・
山
口
雄
三
・
加
治
雄
太

漢
千
代
丸

花
田
健
太

獲
今
古
賀

加
藤
貴
子
・
加
藤
宙
之
・
木
下
徹
・

小
南
圭
介
・
原
田
雄
次
・
山
口
浩
二

〇
松
の
本

井
上
裕
敏
・
小
田
祥
平
・
洛
陽
恵
美

・
塩
崎
加
奈
・
柴
田
佳
奈
・
島
村
郁
奈

・
城
純
子
・
高
橋
佳
之
・
国
別
陽
一
・
極

日
経
美
恵
・
永
倉
康
行
・
貴
下
泰
裕
・

長
野
良
彰
・
東
内
債
美
子
・
松
野
堆
介

・
森
田
奈
津
子
・
竹
川
由
来
・
山
下
翔
生

○
上
別
府

石
松
仁
子
・
石
松
党
・
石
船
憲
充
・

石
松
莫
・
泉
原
美
穂
・
各
務
裕
樹
・
用

崎
紗
布
・
白
田
筏
介
・
久
田
由
美
・
吉

江
腸
線

○
若
葉
台

木
村
拓
海
・
田
村
典
子
・
塚
本
健
二

・
松
井
望
・
蕊
徳
隆
司

■
虫
生
溝

小
松
誠
大
・
白
石
端
約
・
中
村
裕
子

・
仲
山
瑞
穂
・
山
本
祥
太
郎

○
浅
　
木

相
川
諒
・
有
言
奈
緒
子
・
伊
藤
司
・

瓜
生
哲
郎
・
小
田
祥
嗣
・
片
山
朋
佳
・

川
崎
静
香
・
高
慶
子
・
小
西
紀
邦
・
白

木
江
里
子
・
別
田
雪
江
・
田
中
裕
崇
・

中
西
紗
央
里
・
水
上
竜
馬
・
森
悠
輔
・

森
川
さ
ゆ
り

○
木
　
守

亀
田
梅
香
・
川
崎
妃
佐
子
・
後
藤
晴

子
・
高
崎
正
敏

○
老
　
良

高
崎
直
・
豊
胸
菜
々

獲
東
　
町

後
藤
弥
千
代
・
澄
田
良
治

■
西
　
町

江
頭
美
有
季
・
衛
諌
由
理
子
・
梶
原

梨
沙
音
東
和
苑

今
井
良
寛
・
小
川
阿
弥
子
・
乙
麗
智

史
・
佐
藤
剛
・
書
家
英
之
・
仲
由
紀
子

・
平
田
臓
司
・
矢
野
美
佳
紀
・
山
田
亜

都
美
○
芙
　
蓉

安
部
将
史
・
出
水
俊
男
・
板
倉
真
吾

・
甲
斐
真
由
美
・
川
口
弥
恵
・
後
藤
郁

雄
・
重
本
悠
介
・
仲
野
達
哉
・
難
波
江

麻
美
・
馬
込
恵
里
子
・
三
角
翔
・
山
本

当
・
渡
遺
裕
樹
・
植
田
雄
介
・
植
田
崇
裕

固
昨
年
一
年
間
で
遠
賀
町
で
は

火
災
が
同
作
、
救
急
が
棚
件
。

平
成
2
年
に
発
生
し
た
郡
内
の
火
災

件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

火
災
件
数
は
5
1
件
、
そ
の
内
訳
け
は

建
物
火
災
1
8
件
、
車
両
火
災
6
件
、
林

野
火
災
と
航
空
旗
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
1

件
、
そ
の
他
火
災
2
5
件
で
、
火
災
に
お

け
る
死
者
は
1
人
、
負
傷
者
m
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
と
比
較
し
ま
す
と
2
3
件
減

少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
火
災

予
防
憲
誠
の
高
揚
が
こ
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、
た
き
火
の
8
件

が
ト
ッ
プ
で
、
放
火
ま
た
は
放
火
の
疑

い
6
件
、
た
ば
こ
4
件
、
以
下
ス
ト
ー

ブ
、
こ
ん
ろ
、
火
遊
び
、
不
明
・
調
査

中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
算
上
で
は
、
火
災
は
約
7
日
に
1

件
の
割
合
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
火
災
に
よ
っ
て
毎
年
皆
様
の
貰
重

な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
昨
年
以
上
に
防
火
に
関
心
を

も
っ
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
敵
（
1
月
～
成
月
ま
で
）

お
ん
が
短
歌
会
詠
革
河
　
中

吹
く
風
に
白
波
立
て
る
日
本
海
岩
上
の
松
笈
い
や
ま
ざ
り

す
る
塾
の
ほ
の
か
に
匂
う
す
が
し
き
よ
朝
の
冷
気
と
共
に
吸
い
込
む

あ
わ
あ
わ
と
染
み
ゆ
る
雲
あ
り
て
余
光
は
し
ば
し
空
に
と
ど
ま
る

松
の
内
終
り
て
子
等
は
帰
り
ゆ
く
明
日
の
生
活
の
待
て
る
都
会
へ

段
々
と
寒
月
輝
ら
す
舗
装
路
を
お
の
が
足
音
き
き
つ
つ
帰
る

輯
　
菖
選

高
崎
　
峡
江

久
野
き
よ
の

一
田
　
房
子

三
浦
寿
美
子

白

石

一

夫

遠
賀
俳
友
句
会
抄
池

　

田

夜
明
け
か
な
木
棺
し
の
音
汽
車
の
音

冬
ざ
れ
や
鉄
路
の
あ
き
の
廃
屋
も

浮
寝
息
一
羽
覚
め
た
ろ
水
屋
を
引
く

冬
ざ
る
ろ
泡
立
ち
な
が
ら
堰
の
水

眠
る
山
よ
り
槌
音
と
男
声

幸
　
利
運

川
上
　
久
夫

徳
永
　
衝
治

佐
藤
　
春
子

末
永
キ
ミ
枝

柴
田
と
も
子



－より良い住民サービスを目指して－

住民票発行業務の電割ヒスタート。
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芸名：∴少∴妻妾

2月4日（月）の午前8時30分から役場住民課窓口前

で遠賀町笹子計算化業務の開始式が行われました。

始めに高山町長が「住民に関する紀録を正確かつ統一

的に行うことにより、町の組織全体の効率的連用をはか

り、碩樋的な住民サービスの提供を期待します。」とあ
いさつ。続いて秦議長が「職員のみなさんには、一日も

早くコンピューター端末機をマスターし、より良い住民

サービスの向上を図ってはしい。」とあいさつ。この後

テープカットと住民票の発行を行いました。今後、町で

は、国保、年金、税、などの結党化を進める予定です。

〆‾

一議富書の日・人柵墓相配意

ウイッキ－さんの　伊照あきひるさんの

人権講演会＆ふれあいコンサート

平成2年12月8日（土）の午後1時50分から障害者の

日を記念して伊藤あきひろふれあいコンサートを、午後

2時30分からは人権週間を記念してウィッキーさんの人

権請漬会をコミュニティーセンターで行いました。

コンサートでは、全盲とは思えないトランペット演奏

や歌声で私たちに障害を乗り込えて生きることの素晴ら

しさを訴え、また、講演会では、日本人顔負けの流ちょ

うな日本語と機転のさいだ話しで、子どもからお年寄り

まで約400人が集った会場は拍手と笑いの連続でした。

火
災
0
を
目
指
し
て

訓
練
の
成
果
を
披
露

平
成
3
年
の
新
春
を
飾
る
、
恒
例
の
遠
賀

郡
四
力
町
消
防
合
同
出
初
式
が
今
年
は
1
月

1
3
日
、
芦
屋
町
立
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
寒
風
吹
き
つ
け
る
申
、
多
数
の

見
学
者
が
訪
れ
、
分
列
行
進
や
、
小
隊
訓
練

ス
ノ
ー
ケ
ル
操
浅
は
か
、
芦
屋
町
幼
年
消
防

隊
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
技
な
ど
が
抜
癖
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
永
年
動
静
団
貝
な

ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
本
町
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
）

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

o
勤
続
章
　
副
団
長
　
石
松
芳
城

◎
福
岡
県
知
事
表
影

o
感
謝
状
　
分
団
長
　
柴
田
康
則

◎
福
岡
典
消
防
協
会
喪
表
彰

。
金
属
離
∴
遠
賀
町
消
防
団

o
永
年
勤
続

0
0
年
（
副
団
長
）
石
松
芳
城

2
0
年
（
分
団
長
）
柴
田
農
期

1
5
年
（
分
団
長
）
舛
添
忠
臣

1
5
年
（
副
分
団
長
）
古
畑
寅
英

1
5
年
（
団
員
）
添
田
五
一
・
松
井
政
人

・
三
島
祖
夫

m
年
（
班
長
）
石
松
憲
司
・
村
田
千
秋

・
筋
日
韓
之

。
優
良
団
員
（
副
分
団
長
）
小
西
久
秋

（
班
長
）
子
追
敏
雄

（
団
員
）
柴
田
清
次
・
入
江
克
己
・
大

場
泉
・
入
江
義
幸
・
池
田
知
致
・
大
場

繁
雄

◎
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
影

（
団
貝
）
松
井
政
人
・
石
松
昭

◎
団
曇
表
彰
（
団
貝
）
牛
浜
善
雄
・
林
長
培
・
和
田

培
彰
・
三
原
美
智
男
・
添
田
一
幸
・
村

田
一
二
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遠賀町少年武通大会
11月4日（日）、午前9時30分から剣道を勤労

者体育センター、柔道を第一武道場、空手道を町

民体育館と、町内3会場で少年武道大会が行われ

ました。

＞剣　道＜

団体韻の部（小学生男子）優馳白雲Aチーム準優勝芦屋チ
ーム繍3位遠賀Aチーム（小学生女子）優勝伊左軽チーム

準優勝遠賀Aチーム第3位白雲チーム（中学生男子）優勝

中間臨チーム準優勝芦屋チーム精3位白雲Aチーム　く中学

生女子）優勝遼賀チーム準優勝机チーム精3位白雲チーム

個人戦の部（遠賀町のみ）　小学生女子（低学年）第3位

田上千恵（松ノ木）小学生女子（高学年）準優勝石塚志保

（田園）中学生女子準優勝西佐知子（松ノ本）

＞空手道＜
団体戦の部

優勝　中間Aチーム

準優勝∴総本部Bチーム

京3位　梅ノ木Bチーム

個人型の部（遠賀町のみ）

小学生1年－3年

第3位　八巻正浩

小学生4年－6年

傭聯∴桝田倫司・桑原里織

中学生

準優勝　塩川祥励

＞柔　道＜

（遠賀町のみ）

優勝　平田鷹司

優勝　高崎紘臣

入賞者なし

優勝　高崎智老

人数者なし

3位　大森雅之

優勝　筋田宗鑑

＿○○＿○○＿SS＿〃S＿〃■＿〃■ 

図書館だより． 
〇〇°‾音〇°‾〇〇°‾SO“‾〇〇°‾看〇°‾ 

●新刊図書お入りました。 
Tl 畢 詳 肖 �〒開聞離隔 もくす 章．－：‾ ） 一二と三 

「のと恋路号」殺意の旗　中央公論社・魔界水瀞 

伝14　角川蕾店・アリーテ握の冒険　学陽荘房 

ゴルフ場亡国縮　藤原書店・クレヨン王国フアン 

タジーポエム　講談社・くもはふわふわしろんぷ 

り　講談社・後宮小説　新潮社・チョコレートと 
バナナの国で　さえら書房・ネコ′くパのいる町で 

文頭春秋・中学生給食日記　朝日ソノラマ・日本 
の唇櫨　朝日ソノラマ 

芝の他、色々な分野の本缶入りました。ご利用くだごひ。 

〃開館時間　9：30－18：00 
〃休鉦日　月曜日・祝日 �� 
○電　　話　293－1356 

音 �� 
〇〇〇‾－ 

‾ヽ

㊨⑮e㊥㊨㊨ 
第4回遠賀町スポーツ少年団 

少年・少女駅伝競走大会 
12月16日（日）、総合運動公園外周路で1gチーム、 

約100人を集めて駅伝大会が行われ、健脚を競い 
ました。 　　　　　‾謡 

．一．∴ヾ 　　謡匿登園 、“’」 三関殴三 

薬腰∴　∴主事車 
三塁憂挺班二二 
●結果 

◇団体の髄（男子）　　　　　　導億劇∴島門ジュニアバレーB 

準複勝　少年サッカークラブ　　◇団体の田 

優　蛸　島門ジュニアバレーA 



2月

グリーンルネッサンス北九州’91

蘭売入場券発売中。

●販売期間＝2月1日㈲から8月31日出まで

●販売場所＝遠賀町役場産業課農政商工係窓口

℡（293）1234

今なら海外旅行や崩空券などが当たる
抽選券がついて（ます。

一一一、－－－－一一、－＿＿ �前　売　券 �当　日　券 

大　　　人 �1，000円 �1，200円 

高　校　生 �700円 �800円 

小・中学生 �500円 �600円 

幼児（4絡以上） �2oo円 �300円 

配
線
○
嵩
曲

東
京
近
郊
の
大
学
人
単
著

を
対
象
に
入
寮
生
募
集

（
財
）
福
岡
県
奨
学
会
で
は
、
英
彦
衆

と
筑
紫
寮
の
入
寮
生
を
募
楽
し
ま
ず
。

●
募
集
人
員
）
英
彦
寮
（
男
子
）
約
線

人
、
筑
紫
寮
（
女
子
）
約
的
人

●
応
募
資
格
）
福
岡
県
内
に
保
護
者
が

生
活
の
本
拠
を
有
す
る
人
で
出
身
高
等

学
校
長
が
推
せ
ん
す
ろ
人

●
実
の
所
在
地
）
英
彰
寮
…
東
京
都
目

黒
区
目
黒
本
町
1
丁
目
1
5
－
1
3
、
筑
紫

察
…
東
京
都
中
野
区
中
央
3
丁
目
1
6
－

●
在
寮
期
間
）
2
人
部
屋
で
在
寮
期
間

は
2
年
（
再
入
寮
可
）

●
申
込
み
期
間
）
2
月
2
5
日
か
ら
3
月

2
5
日
ま
で

●
申
込
み
・
向
い
合
あ
せ
先
）
県
教
育

庁
高
校
教
育
課
内
（
財
）
福
岡
県
奨
学
会

℡

0

9

2

（

6

4

1

）

7

3

2

6

た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
に
…

禁
煙
標
語
を
募
集
中
。

厚
生
省
（
財
）
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
財
団
で
は
、
昨
年
の
5
月
3
1
日
の
世

界
禁
煙
デ
ー
の
喫
煙
対
策
の
一
現
と
し

て
禁
煙
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
作
品
）
禁
煙
、
分
煙
に
関
す
る

標
語
●
応
募
資
格
）
制
限
な
し

●
作
品
の
規
格
）
B
5
版
の
用
紙
に
措

害
で
書
い
た
も
の
で
1
人
3
作
品
ま
で

●
真
意
期
間
）
2
月
1
日
（
金
）
か
ら

2
月
2
8
日
（
木
）
ま
で

●
作
品
の
送
付
先
）
〒
m
O
東
京
都
千
代

田
区
霞
ヶ
関
1
－
2
－
2
－
4
5
、
厚
生

省
保
健
医
療
局
健
康
増
進
栄
謹
課

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

i

求
む
清
掃
作
業
員

㈲
太
洋
社
の
職
員
募
集

（
有
）
太
洋
社
で
は
、
し
尿
・
く
み
と

り
の
作
業
員
と
集
金
貝
を
募
集
し
て
い

ます。
●
募
集
人
員
）
若
干
名

●
真
集
職
強
）
運
転
手
と
作
業
員
‥
5
0

歳
ま
で
の
男
挫
、
集
金
貝
…
5
0
歳
ま

で
の
女
性

●
蛤
与
）
当
社
規
定
に
よ
る
、
賞
与
年

2
回
、
各
種
保
険
・
退
職
金
制
度
あ
り

●
締
切
）
2
月
末
日
ま
で

●
申
込
方
法
）
履
歴
書
を
1
通
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
お
っ
て
面
接
日
を
通
知

し
ま
す
。

●
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
）
（
有
）
太
洋

社
（
大
字
鬼
津
2
0
2
7
－
1
）

℡

（

2

9

3

）

3

3

3

1

大
学
通
信
教
育
（
春
期
）

合
同
入
学
説
明
会

（
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で
は

大
学
通
信
教
育
を
受
諭
し
よ
う
と
す
る

人
を
対
象
に
請
義
内
容
、
学
習
方
法
、

受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
大
学
・
短

大
の
教
職
貝
が
面
接
、
相
談
を
受
け
る

「
合
同
入
学
説
明
会
」
を
開
き
ま
す
。

●
と
き
）
3
月
2
日
（
土
）
の
午
後
1

時
か
ら
6
時
ま
で
。
3
月
3
日
（
日
）

の
午
前
Ⅱ
時
か
ら
午
後
4
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
）
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議

室
（
博
多
駅
前
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
1
0

階）●
参
加
校
）
法
政
、
慶
臆
義
塾
、
中
央
、

日
本
、
玉
川
、
併
談
な
ど
の
1
0
大
学
と

武
蔵
野
美
術
、
浪
速
、
近
代
九
州
な
ど
の

5
短
大

●
対
亀
）
一
般
の
人
と
高
校
生

●
参
加
料
）
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
）
（
財
）
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会
℡
0
3
（
3
3
2
0
）
2

6
2
－
●
l

・
受
付
　
9
時
0
0
分
～

・
開
演
　
1
0
時
～

●
着
飾
）
古
海
弘
行
氏
（
日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
）

●
油
田
）「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
と
そ
の
予
防
及
び

治
療
に
つ
い
て
」

●
嚢
加
対
象
者
）

各
町
種
目
別
団
体
と
指
導
者

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

各
地
区
体
育
指
導
委
員

そ
の
他
一
般
の
希
望
者

遠
賀
郡
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
審

及
事
業
の
医
科
学
部
満
会

●
期
日
）
平
成
3
年
2
月
独
白
（
日
）

●
地
所
）
水
巻
町
中
央
公
民
館

広
報
1
月
日
日
号
と
1
月
2
5
8
号
の
情

報
ペ
ー
ジ
の
納
税
は
そ
れ
ぞ
れ
今
月
の

抽
纏
、
来
月
の
納
税
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



野焼き週間（2月1伯～3月3日） 

毎年この時期には、良質米生産の一環として病 

虫害の発生源や野ネズミの巣となっている原野、 

河Iii、陸運などの野焼きを行います。野焼きを行 

っている場所は危険ですから近づかないでくださ 

い。又煙で道路が見えない時は、通行に注意しま 

しょう。 

足ゴ”書中
コ醜聞婁」　　＿＿　　－　　　　　－＿　＿

◎と　き＝3月24日（日）

受付　8時30分～

開会式9時30分～

スタート10時～

◎ところ＝遠賀総合運動公園内外周路

◎種　目

（個人の部）
・小学生1年～2年男女別1両

・小学生3年～4年男女別2畑

・小学生5年～6年男女別2同

・中学生男子5同・女子3灯［

・高校生以上男子5知l女子3伽

（団体の都・2人の合計タイム）
・小学生とお父さん

・小学生とお母さん
・夫婦

なお、団体の都は個人の参加者の中

から選ぶ
◎申込締切日＝3月16日出

◎申込先＝勤労者体育センター

nr（293）5434

●

定

鴎繁
親子で、友だちと、昔なつ

かしい手作り凧を作ってふれ

あいを深めてみませんか。

●と　き　2月26日（灼

3月5日㈹

3月12日㈹

3月17日（日）

の午後7時から9時
●ところ　中央公民館　講霧室

●龍∴飾　上野辰己

●申込受付場面1月26日から

2月22日まで

●費　用国材料費のみ個人負担

●申込先　遠賀町中央公民徳

富（293）1355

一一9、、・＼

穏
脚
㊧
哩

在
宅
重
度
身
体
柵
害
毒
の

訪
問
鯵
蓋
を
行
い
ま
す

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
人
を
、

医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

●
珍
重
内
容
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診

断
、
そ
の
他
助
言
な
ど

●
目
　
　
時
）
平
成
3
年
3
月
中
旬

●
診
査
医
師
）
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
　
正
　
医
師

希
望
さ
れ
る
人
は
、
2
月
約
日
ま
で

に
役
場
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

℡

（

2

9

3

）

1

2

3

4

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。●
と
き
）
2
月
1
3
日
へ
水
）
約
日
（
水
）

紳
日
（
水
）
の
1
9
時
0
0
分
か
ら
2
1
時
5
0

分
ま
で

●
と
こ
ろ
）
町
民
体
育
館
（
連
中
裏
）

●
参
加
料
）
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
内
体
育
振
興
係
℡
2
9
3
～

6
－
i
O
’
一
．
o

画
の
す
ぼ
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

●
展
示
期
間
）
l
月
成
日
か
ら
2
月
幼

日
ま
で

●
連
絡
先
）
木
藤
照
代
（
遠
賀
川
）

℡
（
2
9
3
）
0
5
4
5

－
　
保
健
衛
生
係
　
－

中
央
公
民
館
展
示

ロ
ビ
ー
だ
よ
り

●
南
北
墨
面
会
生
徒
作
品

ソ
フ
ト
・
ミ
ニ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

灘
で
も
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す

憩
の
演
技
だ
け
で
表
現
す
る
繭
北
巫

「国別」刑討、、

●
期
　
日
　
2
月
2
5
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

●
受
　
付
　
1
3
時
柳
分
～
1
3
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
内
　
容
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
産
前
産
後
の
知
識

・
妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

●
持
基
局
　
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
　
無
料

百
割
引
掛

●
目
　
時
　
2
月
2
6
日
（
火
）

・
受
付
　
9
時
～
9
時
0
0
分

・
検
診
　
1
0
時
～

員
　
子
宮
ガ
ン
　
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
5
0
人

●
料
　
金
　
1
つ
の
検
診
に
つ
き
細
田

（
当
日
徴
収
）

●
申
込
期
間
　
2
月
1
日
か
ら
受
付
け

て
い
ま
す
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●
申
込
a
先
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
、

電
話
に
よ
る
申
込
み
も
可

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

「
訓
中
山
刷
i
謝
十

●
潮
　
目
　
3
月
5
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
，
∴
…
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
カ
月
児
の
乳
児
は
小
児

ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。



詳±∴ふるさと酸歩道　謙紫籍と文化〃を

：
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私重こ・カる考－ こ
の
身
近
な
文
化
財
を
大
切
に
し
、
次
の
時
代
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
リ
「
ス
で
お
届
け
す
る
〝
ふ

た
ち
の
住
む
〝
ふ
る
さ
と
遠
貧
町
〟
　
に
は
、
今
も
な
お
貴

な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
に
し
え
の
昔
よ

、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
。
私
た
ち
は
、

細
形
　
鋼
　
矛

▽
出
土
地
　
岡
垣
町
大
字
古
木

∇
所
有
者
　
原
生
　
良
徳
氏

さ
と
散
歩
道
〟
今
月
か
ら
町
内
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

遠
賀
町
指
定
文
化
財
0

城
の
越
貝
塚

∇
所
在
地
　
上
別
府

∇
地
権
者
　
桝
田
　
茂
蔵
氏

こ
の
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の
貝
塚
を

主
体
と
す
る
。
昭
和
2
7
年
、
同
舗
年
の

2
回
に
わ
た
り
日
本
考
古
学
協
会
弥
生

式
土
器
文
化
総
合
研
究
特
別
委
員
会
の

学
術
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
通

物
の
分
布
範
囲
は
低
丘
陵
の
裾
に
約
仰

平
方
㍍
に
わ
た
っ
て
ひ
ろ
が
り
、
丘
陵

上
に
は
集
落
の
存
在
も
推
定
さ
れ
る
。

遺
物
は
、
敷
居
に
わ
た
っ
て
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
を
主
体
に
し
て
、
多
量
の
海
水
産

貝
類
、
動
物
骨
が
出
土
す
る
。
ま
た
多

重
の
土
器
、
石
銀
、
石
斧
、
石
剣
、
砥

石
、
石
包
丁
が
出
土
し
た
。
最
下
層
の

土
器
は
弥
生
時
代
前
期
末
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
こ
の
面
上
よ
り
出
土
す
る
弥
生

中
期
初
頭
の
土
器
群
は
、
「
城
の
越
式

土
器
」
と
命
名
さ
れ
、
九
州
北
部
の
土
器

編
年
上
謹
要
な
標
識
と
な
っ
て
い
る
。

岡
垣
町
元
松
原
所
在
の
砂
丘
が
削
ら

れ
た
際
、
破
壊
さ
れ
た
箱
式
石
棺
群
の

副
葬
品
と
み
ら
れ
る
銅
剣
、
錆
曳
、
鉄

矛
、
鉄
鍋
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

本
錆
矛
も
そ
の
一
括
資
料
の
一
都
で
あ

る
。
現
在
長
1
6
・
7
億
、
刃
部
幅
勧
動

袋
部
外
径
紗
動
で
あ
る
。
き
つ
さ
き
部

は
折
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
研
磨

し
て
再
使
用
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
。
復
原
全
長
は
、
2
1
億
前
後
で
あ

る
。
こ
の
種
の
細
形
鍋
矛
は
、
弥
生
時

代
前
期
末
に
、
朝
鮮
製
の
細
形
銅
剣
や

多
鉦
細
文
鎮
な
ど
を
伴
っ
て
出
土
す
る

例
（
佐
賀
県
唐
津
市
字
木
汲
田
、
福
岡

市
西
区
吉
武
高
木
）
が
あ
り
、
弥
生
前

期
末
の
金
属
器
文
化
の
受
容
を
め
ぐ
る

全
国
で
も
数
少
な
い
考
古
資
料
で
あ

る
。
出
土
地
は
岡
垣
町
に
屈
す
る
が
所

有
者
が
当
町
民
で
あ
り
、
遠
賀
郡
内
の

古
代
史
上
の
寅
重
な
価
値
か
ら
み
て
当

町
で
指
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

細
入
／
倒
す

▲
書
漢
書

木
造
薬
師
如
来
坐
像

▽
所
在
地
　
虫
生
津

▽
所
有
者
　
長
楽
寺

本
像
は
、
樟
材
一
木
造
り
で
、
像
高

4
9
・
3
鋤
の
薬
師
如
来
坐
像
で
あ
る
。

頭
部
膝
前
、
指
先
ま
で
す
べ
て
樟
一
木

か
ら
彫
り
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
現

いろ。
九
州
歴
史
資
料
館
学
芸
員
、
八
尋
和
泉

氏
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
作
者
名
、
制
作

年
代
の
記
銘
は
な
い
な
ど
が
、
室
町
時

代
初
期
（
1
4
0
0
年
こ
ろ
）
の
地
方

仏
師
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
本
懐
は
虫

害
の
た
め
右
手
指
先
を
失
っ
て
お
り
、

早
急
な
保
護
策
が
望
ま
れ
る
。

▼
広
報
取
材
で
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意

向
を
吸
い
上
げ
て
、
そ
れ
を
行
政
に
反

映
さ
せ
て
、
広
報
マ
ン
が
仕
掛
け
人
と

な
り
、
ま
ち
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
ら
…
…
こ
ん
な
夢
を
追
っ
て
、

も
う
す
ぐ
2
年
が
だ
と
う
と
し
て
い

る
。
▼
と
こ
ろ
が
、
住
民
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
せ
る
ま
で
き
ち
っ
と
仕

事
の
中
身
を
知
ら
せ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
行
政
は
往
々
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
決
ま
り
の
た
め
、
十
分
に
知
ら
せ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
住
民
も
、
そ
れ

で
よ
し
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
結

局
、
両
方
と
も
中
途
半
端
な
ん
じ
ゃ
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
▼
あ
な
た
と
町
を
結

ぶ
み
ん
な
の
英
の
情
報
誌
．
広
報
お
ん

が
◆
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い。

（池）

に
は
頭
部
の
大
き
め

の
肉
髪
部
、
丸
く
弧

を
描
く
眉
、
類
、
顎

の
丸
い
つ
く
り
だ
し

な
ど
、
古
式
の
彫
刻

技
法
を
残
し
、
胸
部

を
大
き
く
U
字
形
に

あ
け
る
な
ど
、
中
世

後
半
の
仏
像
の
特
徴

を
も
つ
と
い
わ
れ
て


